
令和５年度鶴岡市市民まちづくり活動促進事業
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この地で創作を続けた洋画家、今井繁三郎が遺した敷地全体
を「羽黒・芸術の森」と名付け、『発信』『創造』『体験』
を軸に活動することを目的に設立。

『発信』「今井アートギャラリー」において様々な芸術作品
芸術活動を発表する場とする。

『創造』「工房いずみの」では、常に人が集まり交流する
拠点とし、創造の場とする。

『体験』「小さな森」を整備し、屋外型ワークショップや
里山の魅力とそこから生まれる芸術活動を体験する
場とする。

これまでに小さな森の市(マーケット)、遊歩道づくり、森の木
のネームタグ作り、各種ワークショップや音楽イベントなど、
ジャンルを問わず誰もが参加できるイベントを多数開催。

０ .団体名について

R４森のゆりかご＆里親プロジェクト

R４小さな森の市



【実施背景(地域特性・その他)】

地元鶴岡市の洋画家、今井繁三郎が遺した「羽黒・芸術の森」

は、芸術活動を軸にしながらも、誰もが集える場にするべく活動を続けて

きたところ、参加者だった側から主体となってやりたいとの声が

寄せられたりこんなことができないかという問い合わせが来るようになった。

今までの活動により、広がった輪を羽黒・芸術の森らしく

輪を繋げて広げるというチャンスが生まれている現状がある。

【事業目的】

「羽黒・芸術の森」らしく芸術活動を活かしながら「森」と「アート」

と「地域」を繋ぐ活動を開催し、今までの活動で出会った若い世代と

関わりながら豊かな自然環境と芸術活動を

次世代へ繋げていくことを目的とする。

１ .取り組みの背景・事業目的



Ａ『小さな森の市(マーケット)』
小さな森の市実行委員会、地域住民、羽黒高校ボランティア部など

→クラフト、骨董、パン、スイーツなどの出店と羽黒高校の

合唱部及び吹奏楽部によるミニコンサートの開催。

Ｂ『ほんとうにやりたいことプロジェクト』（仮）
羽黒・芸術の森運営会議、地域住民

→「この場でやりたい」ニッチなニーズに応えるワークショップ。

（B-1）期間中予約無しでいつでも参加できるワークショップ

（B-2）予約参加で講師から指導を受けるワークショップ

※フレキシブルな体制をとる

２ .実施計画



開催日：2023年5月27日(土)、28日(日)
開催地：羽黒・芸術の森
参加者：来場者 約650名

出店者（2日間トータル40ブース）
羽黒高校合唱部＆吹奏楽部、
羽黒高校ボランティア部、
羽黒・芸術の森サポーター
小さな森の市実行委員会、その他

内 容：羽黒・芸術の森の敷地全体を会場に
手作り品、スイーツ、骨董などの出店
とコンサートの開催。羽黒高校ボラン
ティア部が運営に参加

運営費：収入 49,000円(出店料)

支出 130,378円
（賃金、スタッフ飲食費、保険料など）

３ .実施状況（ Ａ『小さな森の市(マーケット)』）



３ .実施状況 ほんとうにやりたいことプロジェクト
（ Ｂ『森の灯り』）

開催日：2023年7月29日(土)
開催地：羽黒・芸術の森
参加者：約70名(キャンドルナイト含む)

出展者（6）協力：羽黒高校
内 容：「灯り」に焦点を当てたイベント。

「ガラスランタンづくり」「オリジナル
キャンドル」「小枝のキャンドルホル
ダー」「写真×ともしび」の各ワーク
ショップと、夜の部として日中作成の
キャンドルやガラスランタンを灯す

「灯りの遊歩道」の開催の予定が、他の
キャンドル作家さんも参加となり、
キャンドルナイトの開催となった。

運営費：収入 6,000円(出店料)

支出 96,709円
（賃金、スタッフ飲食費、チラシ、保険料など）



３ .実施状況 ほんとうにやりたいことプロジェクト
（ Ｃ 『ワークショップワークショップ』）

開催日：2023年8月27日(日)
開催地：羽黒・芸術の森
参加者：約50名

出展者（5）
内 容：「ワークショップをやりたい」という声

から企画→実行。
「アルコールインクアート」「オリジナル
ミニラグづくり」「ミツロウのあれこれ」

「キャンドルすくい」「羽根のネックレス」
の各ワークショップと、地元若手店主の
和洋菓子の販売。

運営費：収入 5,000円(出店料)

支出 51,664円
（賃金、スタッフ飲食費、チラシ、保険料など）



【事業の成果】
〇継続的なイベント開催により認知度が向上し、
チラシやSNSでも情報が伝わりやすくなった。

〇今期は特に高校生との関わりが多くなった。

〇活動が目に留まり一緒に開催したいと声が掛かり
地元美術団体白甕社とＷＳを開催したり、他の

イベントも増えたり、次年度も関連事業を行う

ことになったりと、連携の輪が広がってきた。

【今後の課題】
♦周知の充実により集客はできるようになった反面、
スタッフの確保と駐車スペースがキャパオーバー

気味となった。

♦協力関係もできたため、継続できる関係づくりに
努め、共に運営できるような関係を築く。

♦SNSを使っていない層への周知のため、各紙媒体へ
の掲載など、早めに計画を立てるようにする。

４ .事業の成果と今後の課題

第９回小さな森の市

ワークショップワークショップ

森の灯り
キャンドルナイト


